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神
奈
川
県
横
須
賀
市
湘
南
国
際
村
に
所
在

す
る 

É
co
l
e 

d
e 

Hay
ama 
資
生
堂

湘
南
研
修
所
は
、
1
9
9
7
年
に
竣
工
し
た

宿
泊
所
付
き
の
研
修
施
設
で
す
。
竣
工
後
も
、

「
少
し
で
も
効
率
よ
く
運
転
し
た
い
」と
い
う

意
識
か
ら
、
情
報
量
が
少
な
い
設
備
監
視
装

置
な
が
ら
も
、
運
転
管
理
員
に
よ
る
熱
源
運

転
の
工
夫
に
よ
り
、
契
約
電
力
の
低
減
や
電

力
の
夜
間
移
行
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
回
、
熱
源
機
定
格
能
力
と
蓄
熱
運
転
時
間

か
ら
求
め
た
製
造
熱
量
と
、
蓄
熱
槽
の
温
度

変
動
か
ら
求
め
た
蓄
熱
量
の
熱
収
支
を
突
き

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
熱
収
支
が
合
わ
ず「
蓄
熱

シ
ス
テ
ム
が
も
っ
と
う
ま
く
動
く
の
で
は
？
」

と
い
う
疑
問
を
抱
く
に
至
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

施
工
に
携
わ
っ
た
関
係
者
一
同
に
よ
る
改
善
対

策
チ
ー
ム
を
結
成
。
原
因
究
明
の
た
め
の
制
御

調
査
と
仮
設
の
詳
細
計
測
に
よ
る
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
運
用
の
見
え
る
化
を
行
い
ま
し
た
。
以
降
に

改
善
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

仮
設
計
測
に
よ
る

運
転
実
態
の
見
え
る
化

　

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
運
転
状
況
の
把
握
を
目
的

に
、
既
設
の
非
力
な
中
央
監
視
装
置
を
補
う
た

め
、
仮
設
計
測
点
は
シ
ス
テ
ム
各
部
温
度
変
動

と
機
器
発
停
状
態
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
入
出
力

状
況
の
把
握
に
必
須
な
温
度
18
点
、流
量
3
点
、

電
流
値
12
点
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
１
）。

見
え
る
化
に
よ
る
運
転
状
況
把
握
①

　　

見
え
る
化
の
結
果
、
夜
間
蓄
熱
運
転
中
、

蓄
熱
槽
の
冷
水
が
2
巡
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
（
図
２
）。

　

問
題
点
と
し
て
は
、
蓄
熱
槽
水
を
1
巡
目

で
７
℃
に
蓄
熱
し
た
後
に
2
巡
目
の
蓄
熱
が

行
わ
れ
る
た
め
、
熱
源
機
が
容
量
制
御
を
行

う
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
低
下
と
、
蓄
熱
2
巡

に
よ
る
蓄
熱
運
転
長
期
化
に
と
も
な
う
ポ
ン

プ
搬
送
動
力
の
無
駄
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

原
因
は
、
蓄
熱
完
了
温
度
が
高
温
槽
側

５
℃
に
対
し
て
熱
源
機
入
口
三
方
弁
の
温
度

設
定
が
12
℃
で
あ
る
た
め
に
、
蓄
熱
槽
へ
の

供
給
温
度
が
７
℃
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で

す
。
1
巡
目
で
は
蓄
熱
完
了
温
度
に
達
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
2
巡
目
の
蓄
熱
運
転
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

制
御
設
定
値
調
整
に
よ
る
改
善
策

　　

一
次
対
処
と
し
て
、
蓄
熱
完
了
温
度
を

５
℃
に
対
応
さ
せ
る
た
め
、
熱
源
機
が
蓄
熱

槽
へ
供
給
す
る
温
度
が
５
℃
と
な
る
よ
う

に
、
入
口
三
方
弁
の
温
度
設
定
を
10
℃
と
し

て
試
運
転
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
蓄
熱
運
転
が
1
巡
で
動
作
す
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
22
時
の
蓄
熱
運
転
開

始
直
後
か
ら
熱
源
機
の
容
量
制
御
が
働
く
状
態

が
継
続
し
、
朝
８
時
ま
で
に
満
蓄
に
で
き
な
く

な
る
と
い
う
新
た
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

見
え
る
化
に
よ
る
運
転
状
況
把
握
②

　

見
え
る
化
の
結
果
、
熱
源
機
起
動
直
後
に

熱
源
機
出
口
温
度
が
低
温
化
し
、
容
量
制
御

が
働
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
原
因
は
、
熱
源
機
の
入
口
三
方
弁
制

御
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
が
な
い
た
め
で
、
熱
源

機
停
止
中
で
も
三
方
弁
制
御
が
働
き
、
三
方

弁
制
御
用
温
度
計
測
部
分
が
雰
囲
気
温
度
で

上
昇
す
る
こ
と
で
、
三
方
弁
低
温
側
ポ
ー
ト
が

全
開
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
態
で
熱
源

機
が
起
動
す
る
と
、
起
動
直
後
の
低
温
冷
水

が
熱
源
機
入
口
側
に
流
入
す
る
こ
と
で
、
出
口

側
が
低
温
化
し
て
容
量
制
御
が
働
き
、
能
力

を
絞
り
ま
す
。
こ
の
状
態
に
陥
り
、
蓄
熱
不

足
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
以
上
か

ら
、
制
御
設
定
値
調
整
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

制
御
改
造
を
と
も
な
う

調
整
に
よ
る
改
善
策

　

起
動
直
後
の
容
量
制
御
減
段
を
抑
制
す
る

た
め
に
熱
源
機
入
口
温
度
制
御
三
方
弁
用
の

指
示
調
節
計
に
対
し
て
、
熱
源
機
の
動
作
に

連
動
し
た
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
能
を
追
加
し

ま
し
た
。
な
お
、
熱
源
機
は
容
量
制
御
機
能

を
外
す
こ
と
が
で
き
ず
、
出
口
温
度
が
５
℃

を
下
回
る
と
容
量
制
御
が
働
く
た
め
、
熱
源

機
入
口
三
方
弁
の
温
度
設
定
値
を
10.
5
℃

と
し
、
出
口
温
度
が
5.
5
～
5.
8
℃
程

度
と
な
る
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

改
善
の
結
果
、
熱
源
機
起
動
時
の
容
量
制

御
は
働
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
蓄
熱

槽
水
は
1
巡
で
蓄
熱
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

（
図
３
）、
効
率
の
悪
い
容
量
制
御
の
運
転
時

間
が
減
少
し
（
図
４
、
５
）、
熱
源
機
は
夜

間
蓄
熱
時
間
帯
中
に
蓄
熱
完
了
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
熱
源
機
の
効
率
運

転
に
よ
る
蓄
熱
時
間
短
縮
化
で
、
搬
送
動
力

も
削
減
で
き
ま
し
た
。

改
善
効
果
検
証

●
改
善
１：
熱
源
単
体
C
O
P：3.
2
2
→
3.
5
5

約
9.
3
％
向
上

●
改
善
２
：シ
ス
テ
ム
C
O
P
：2.
7
7
→
3.
0
4

約
8.
8
％
向
上（
冷
却
塔
含
ま
ず
）

●
改
善
３
：
熱
源
機
消
費
電
力
量

約
9.
3
％
削
減

●
改
善
４
：
補
機
類

（
冷
水
一
次
ポ
ン
プ
・
冷
却
水
ポ
ン
プ
）

消
費
電
力
量　

約
5.
9
％
削
減

（
仮
設
計
測
中
、
改
善
前
後
2
週
間
の
比
較
）

お
わ
り
に

　

非
力
な
中
央
監
視
装
置
で
あ
っ
て
も
、
運

転
員
の
意
識
の
持
ち
方
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
の

不
具
合
が
見
え
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
改
め
て
設
備
の
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
「
運
転
デ
ー
タ
見
え
る
化
」
の
重
要

性
を
認
識
し
ま
し
た
。
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図1　冷水配管系統図および仮設計測点

図2　蓄熱槽温度変動（改善前）2010/8/2〜8/3

図3　改善後の蓄熱槽温度変動
　　　（1巡で蓄熱完了している）2011/8/22〜8/23

図4　熱源機単体COPと冷却水温度との相関図（改善前）

図5　熱源機単体COPと冷却水温度との相関図（改善後）
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